 中　映　協　だ　よ　り

明けましておめでとうございます！

2018年の中部映像関連事業社協会（中映協）新年会は、1月18日（木）正午より名古屋市中区のローズコートホテルで催されました。
会員社やご来賓の皆様、総勢90人を超える参加で、盛大に行われました。

中映協谷水康彦理事長からの新年のご挨拶に続いて、来賓の中部経済産業局産業部　流通・サービス産業課長　伊藤和正氏より「昨年は経済好調の一年だった。雇用環境も改善され最低賃金も上がってきている。しかし業界によっては低迷しているところもある。映像事業に寄与できる国の施策資料を持参したので参照いただき、興味のある方は私共へお声がけいただければ幸いです。」とご挨拶をいただきました。
メ～テレ報道局ニュース情報センター朝ワイド担当部長　清水伸司氏より「担当の番組‘どですか’はお蔭様で好調。皆様のご協力に感謝いたします。しかしながら、地上波は苦戦している。“良質なコンテンツを創り続け、届け続けること”勝ち残る対策はこれに尽きる。働く環境改善にも取り組みたいのでご協力をお願いします。」とご挨拶をいただきました。
ケーブルテレビ局を代表して、ひまわりネットワーク　メディアサービス部　部長　森下　憲氏より「ひまわりネットワークのエリアは、豊田、三好、長久手。コンテンツ制作も2020年に向けて制作技術向上と、人材不足解消が課題となる。皆様と交流を深め、アイデアを出し合い、明るい未来に向かって前進していきましょう。」とご挨拶をいただきました。
ご臨席の来賓が紹介された後、愛知県芸術文化協会参与 伊豫田静弘氏のご発声により参加者全員が今年の飛躍を誓って乾杯をしました。

今年は若手漫才師「ウェイウェイズ」による新春漫才でした。
昨年8月より、中映協に入会されたUPRISE有限会社の稲熊 克俊氏よりご挨拶をいただきました。

賛助会員社各社にも出席いただきましたので、社名を紹介させていただきます（五十音順）。

・伊藤忠ケーブルシステム㈱

・ソニービジネスソリューション㈱
・パナソニックシステムネットワークス㈱
・㈱朋栄

会員社が今年もお世話になります。よろしくお願いいたします。

新年会の締めくくりは、恒例の福引大会です。各社から提供された商品が抽選のうえ、次々と笑顔の当選者に渡されていきました。
福引抽選の最後を飾り、“中映協賞”として提供された“Insta360 ONE (360度撮影できるカメラ)争奪じゃんけん大会”が開催されました。
Insta360 ONE (360度撮影できるカメラ)は中映協映像コンテスト審査委員でお馴染みの澤田健邦氏が見事獲得されました。
最後は　竹森理事による〝三本締め〟でお開きとなりました。

福引景品をご提供くださった出席各社の皆様、誠にありがとうございました。
今年も中映協の活動にご協力いただけますようよろしくお願いいたします。

